
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

190　 微生物代謝 ・生理

　 　　　　 　 ニ ト リ ロ 三 酢 酸 （ NTA ｝ 資 化 性 菌 に よ る 水 銀 気 化 反 応

　 　603
　　　　　　 （宇 都 宮 大 学 ・工 ・応 化 ）　O 栗 山 光 央 ．前 田 和 章 、 白 樫 高 史 、柿 井 一男 、

1 ｝ 臼 的 、　 ニ ト リ ロ 三 酢 醸 く NTA ｝ を 唯
一

の 炭 素 源 と し て 増 殖 し う る バ ク テ リ ア に つ

い て 検 討 を 加 え て き た が 、新 た tt分 離 し た 薗 が 水 銀 （ 旺 ） イ オ ン を 運 元 気 化 す る 能 力 を 持
1

っ て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ こ で は NTA を 唯
一

の 炭 素 源 と し た 場 合 の 水 銀 遺 元 気

化 反 応 を ペ プ ト ン の 場 合 と 比 較 検 討 し た の で 報 告 す る ．

2 ） 方 法 、　 ペ プ ト ン 及 び NTA を 唯 一・1の 炭 素 源 と し た 壇 地 を 用 い 、25ec 、初 期 植 磁 童 2

0tg ／1の 条 件 で 培 養 を 行 い 、水 銀 を 含 ま な い 空 気 を 供 給 し 、気 化 し て く る 永 銀 を 水 銀 ト ラ

ッ プ に 導 い た ．水 銀 ト ラ ッ ア を 経 時 的 に 分 析 し て 気 化 水 銀 量 を 求 め ．た ．薗 体 は
．
66enm に

お け る 吸 光 度 か ら 求 め た 。

3 ｝ 糖 果 、　 ベ ァ ト ン を 炭 素 源 と し 、承 銀 （ 庭 ） イ オ ン 　13 的 ！1〕 の 存 在 下 に 前 培 養 を 行

っ た 水 銀 馴 養 菌 で は 永 銀 ｛ E ｝ イ オ ン 濃 度 　5・tOmg ！1の 条 件 に お い て も 水 銀 気 化 反 応 と 増

殖 と が 同 時 平 行 的 に 進 行 す る が 、非 劇 養 宙 で は 水 銀 （ 皿 ） イ オ ン 濃 度 2mgll 以 上 で 増 殖

に ラ グ が 生 じ は じ め 、10 駒 ノ1 以 上 で 増 殖 は 認 め ら れ な か っ た ．明 ら か に 水 銀 に 対 す る 耐

性 は 誘 導 的 に 強 化 さ れ る と 見 な す こ と が で き た ． こ れ に 対 し 、 NTA を 炭 累 源 と し た 場 含 、

上 記 の よ う な 水 銀 （ ll） イ オ ン 濃 震 で は 水 銀 気 化 活 性 は 認 め ら れ る も の の．、 そ の 遼 度 は 遅

く ．増 殖 は 気 化 反 応 終 了 後 に 進 行 し た 。 ま た 、麟 賛 の 効
．
果 も 殆 ど 認 め ら れ な か っ た 。 NT

A を 炭 累 源 と し た 時 の 増 殖 速 度 が μ
tO ．11 バ

1．
で ．べ 7 ト ン

．
の 場 合 の そ れ の 約 1 ／ 6 を 示

す に 過 ぎ ず 、 こ の 資 化 性 の 低 さ が 、水 銀 気 化 速 度 の 低 さ に つ な が っ て い る と 推 諭 し た 。
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oMi

仁suo 　Kurjya¶a ，　Takashi 　Shirakashi ，　Kaz ロo 　Kakii ，　and 　Ka2uaki．　Maeda　　（Depart 揃 e 艮 t　of 　ムpplied　α 吐蟶 mis 貫；ry ，
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．ク ロ レ ラ の 増 殖 に 及 ぼ す 水 銀 （ ［ ｝ イ オ ン の 毒 性
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　 1 宇 都 宮 大
・工 ・応 化 ）　

O
山 口 済

一 、栗 山．光 央 、 白 樫 高 史 、柿 井
一

男 、

1 、 、 的 、 ．我 。 は ク 。 レ ラ 。 桝 鉢 銀 （ ・ ）

』
材 ・ の 雛 に っ き 検 討 を 加 ・ て き ・

°・

＿般 に ex生 物 に 対 す る 鍛 側 オ ン の 毒 性 は 、溶 液 内 の 金 属 イ オ ン 澱 に よ り 評 価 さ れ

て い る ． し か し 、水 銀 （ ll
．
｝ イ オ ン と 錯 体 を 形 成 し や す い ハ ロ ゲ ン 化 物 イ オ ン の 存 在 下 に

お い て は ク 。 レ ラ に 対 す る 水 銀 〔 E ） イ オ ン の 灘 性 が 強 め ら れ る こ と が 明 ら か に な っ た ・

2 肪 法 、 グ リ シ ン 59 ・tを 含 む 培 瞳 ハ ・ ゲ ン lt物 イ オ ン お よ び 水 銀 ｛　 ff
　 l イ オ ン を

加 i ‘ ク 。 レ ラ を 20mgll の va　 x　 1： な る よ う に 植 種 し ・ ク ・ レ ラ の
．
増 殖 曲 凝 解 析 す る こ

と に よ り 、水 銀 （ m イ オ ン の 纏 を 褊 寸 し た ．糠 は la の 三 角 フ ラ ス コ を 用 い ・綿 栓

明 条 件 下 2s ℃ で 行 。 鶴 ク ・ レ ラ の 黻 1よ ；5・ nm ‘・ お 脳 濁 度 よ り 難 し た ・＊ 銀 は

HgC12 を 熱 水 ・ 灘 し た も の を 剛 ・ ・… ゲ ・ 化 物 に は ・KCI ，　 KB ’・ Kl を filい た ・

3 ） 蘇 、 水 銀 （　 if ） イ オ ン 濃 凝 一定 （ H92
’
2 ・St ・g／1） と し ・C ド を ・ か ら 15 °

、 9 、．tt。 変 ｛ヒ さ せ る と C ド 灘 の 増 力U・i： つ れ て 増 殖 阻 勸 噸 著 に SC・n た ・ a た 洞
一水 銀

（ m イ オ ン 濃 度 で B ，

’
澱 を 鰰 ・ し た 場 eBp

一
濃 度 ・・3mg ・1 以 一iiで 増 殖 畔 力鴨 こ る

よ う に な 。 た ．輔 囎 が 現 れ 始 め る 時 の 丿・ ・ ゲ
．
ン 化 物 材 ン 澱 は Cヂ 》 B ・

’
＞ 1

一
の 「e

で あ D ．水 銀 〔 1 ） イ オ ン に 対 す 鞍 ．定 度 定 数 の 大 き な も の 程 ・騨 綻 で 増 殖 囎 が 興 れ

た ． こ の こ と か ち 水 銀 ｛ if　 ）
一

ハ ・ ゲ ン イ匕物 イ オ ン 錯 体 は ク ・ レ ラ に 対 し て 大 き な ue 性 を

持 つ と 鰰 し た ．従 。 て 、ク ・ レ ラ ‘謝 す る 水 銀 （ 皿 ） イ オ ン の 離 を 飆 す る た bt こ は

培 地 中 の 全 水 銀 澱 の み な ち y ．そ の US 存 球態 棚 確 ‘・ す る こ と 力種 興 で あ る ・
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